
                                                                        

                                                                                                 

                           

【今月
こ ん げ つ

の予定
よ て い

】         ミサ
み さ

の時間
じ か ん

        Tháng tám 

１日(土)かわちブロック「夏
なつ

のつどい」 １４：００  八尾
や お

教 会
きょうかい

にて（１９：３０解散
かいさん

） 

２日(日) 年間
ねんかん

第
だい

１８主
しゅ

日
じつ

       ７：００     

∟カンボジア教会
きょうかい

の日
ひ

の献金
けんきん

 １０：００    一斉掃事
いっせいそうじ

(ミサ後
ご

)   

９日(日) 年間
ねんかん

第
だい

１９主
しゅ

日
じつ

      ７：００  (＊教
きょう

区
く

、青年
せいねん

と子
こ

どもの練成会
れんせいかい

：9～11日
にち

) 

                １０：００   ※『平和
へ い わ

祈願
き が ん

ミサ、ミサ後
ご

平和
へ い わ

の集
つど

い』 

１５日(土・祭
さい

) 聖母
せ い ぼ

の被
ひ

昇天
しょうてん

    １０：００   ※『合同
ごうどう

追悼式
ついとうしき

』       

      ∟共同司教座聖堂献堂
きょうどうしきょうざせいどうけんどう

（桜町
さくらまち

）  

１６日(日) 年間
ねんかん

第
だい

２０主
しゅ

日
じつ

      ７：００      

                             １０：００   病者
びょうしゃ

の祈り
いの  

の集
つど

い 

ベトナム語
ご

のミサ     １５：００ 

２２日(土) 病 者
びょうしゃ

訪問
ほうもん

        １３：００ 

２３日(日) 年間
ねんかん

第
だい

２１主
しゅ

日
じつ

       ７：００  

                  １０：００   

３０日(日) 年間
ねんかん

第
だい

２２主
しゅ

日
じつ

       ７：００  

                  １０：００  

■平日
へいじつ

のミサ         木曜日
もくようび

のミサと集
つど

いは今月
こんげつ

はお休
やす

みです 

■※合同
ごうどう

追悼式
ついとうしき

について  ８月１５日(土)１０時
じ

 ミサ後
ご

 

 合同
ごうどう

追悼者
ついとうしゃ

名簿
め い ぼ

： 

事前
じ ぜ ん

に亡
な

くなられた方
かた

の名前
な ま え

を所定
しょてい

の用紙
よ う し

に記入
きにゅう

して、追悼者
ついとうしゃ

名簿箱
めいぼはこ

にお入
い

れください。 

献金
けんきん

は任意
に ん い

とし、封筒
ふうとう

に入れず
い   

名簿
め い ぼ

と共
とも

に箱
はこ

にお入
い

れください。         （典礼
てんれい

委員会
いいんかい

） 

■釜ヶ崎
かまがさき

炊
た

き出
だ

しご報告
ほうこく

    （社会
しゃかい

活動
かつどう

委員会
いいんかい

） 

7 月 4 日、八尾
や お

教会
きょうかい

からはベトナム青年
せいねん

の B さんとＫさん、日本人
に ほ ん じ ん

壮年
そうねん

の O さ

ん、E とで河内
か わ ち

ブロックの布施
ふ せ

教会
きょうかい

、枚
ひら

岡
おか

教会
きょうかい

のかたたちとともに炊
た

き出
だ

しに参加
さ ん か

してきました。7:30に新今宮
しんいまみや

に集合
しゅうごう

、三角
さんかく

公園
こうえん

での炊き出
た  だ

しは、まるでキャンプの

ようで、はじめての方
かた

はビックリされたものと思
おも

います。この町
まち

に住
す

んでいる多
おお

く

の人
ひと

は、日本
に ほ ん

のインフラを担
にな

ってきた人
ひと

であり、私
わたし

たちの生活
せいかつ

を支
ささ

えてくれてきた

人
ひと

たちでしたが、今
いま

は高齢
こうれい

で病気
びょうき

やけがで仕事
し ご と

がなくなった人
ひと

が多
おお

いと、野菜
や さ い

を切
き

りながらお伝
つた

えしました。 

イエス様
さま

は、病気
びょうき

や貧
まず

しさで町
まち

から外
はず

れたり、追い出
お  だ

された人
ひと

のところに出掛
で か

けていきました。わたし

たちも、イエス様
さま

に習
なら

えたらいいなと思
おも

います。炊き出し
た  だ  

活動
かつどう

は、そこに住む
す  

貧
まず

しい人
ひと

のためにとか、か

わいそうな人
ひと

にあわれみの 心
こころ

をもってとかではなく、同じ
おな  

地
ち

に住
す

んでいる仲間
なかま

が、こまっているからとの

思
おも

いで 行
おこな

われていることを皆
みな

さんに伝
つた

え、また、参加
さんか

してそれを感
かん

じていただけたらと 考
かんが

えています。

Ｋさん、Ｂさんも汚
よご

れ仕事
しごと

もしていただき、ありがとうございました。Ｋさんは転勤
てんきん

され遠方
えんぽう

に行かれる
い    

とお聞
き

きしました。お 体
からだ

に気
き

をつけてお元気
 げ ん き

で。7月 11日は、徳島
とくしま

の教 会
きょうかい

の方
ほう

と、ベトナム青年
せいねん

のコミ

ュニティによる炊き出
た  だ

しでした。たくさんの方
かた

が参加
さんか

され、美味
お い

しいお料理
りょうり

とデザートの炊き出
た  だ

しでした。 

カトリック八尾教会ニュース



              F i a t
フィアット

！           高山
たかやま

 徹
あきら

神父
し ん ぷ

 

 この 6月
がつ

より、私
わたし

の暮
く

らしておりますビアンネ館
かん

という布施
ふ せ

教会
きょうかい

の敷地内
しきちない

の建物
たてもの

で、「F i a t
フィアット

」と言う
い  

月
つき

に一度
い ち ど

（第三
だいさん

金曜日
きんようび

開催
かいさい

）の集
あつ

まりを始
はじ

めました。「F i a t
フィアット

」というタイトルは、「車
くるま

の名前
な ま え

みたいだね(笑
わら

)」という突
つ

っ込
こ

みも頂
いただ

きましたが、元
もと

はラテン語
ご

で「行
おこな

われますように」という意味
い み

の単語
た ん ご

です。マリア様
さま

が受胎
じゅたい

告知
こ く ち

を

受
う

けた時
トキ

に、「お言葉
 こ と ば

通
どお

り、この身
み

になりますように」と発
はっ

せられた台詞
セ リ フ

の一部
い ち ぶ

に当
あ

たります。実は
じ つ  

、奇
く

しくも 5

月
がつ

に教皇
きょうこう

様
さま

が発表
はっぴょう

された回
かい

勅
ちょく

のタイトルは「Magnificat
マ グ ニ フ ィ カ ト

 Humanitas
フ マ ニ タ ス

」で、「F i a t
フィアット

」にも通
つう

じるものです。勝手
か っ て

ながら、摂理的
せつりてき

なものを感
かん

じさせて頂
いただ

いております。 

 この「F i a t
フィアット

」の集
あつ

まりで大切
たいせつ

にするのは、（とりわけ若者
わかもの

達
たち

が）一緒
いっしょ

に祈
いの

り、分
わ

かち合
あ

い、食事
しょくじ

を共
とも

にするこ

とです。こうした素朴
そ ぼ く

な集
あつ

まりが、一人
ひ と り

ひとりが信仰
しんこう

を基盤
き ば ん

として共
とも

に生
い

きる道
みち

を識別
しきべつ

する、霊的
れいてき

なきっかけと

なっていけたらと願
ねが

っております。それは、とりもなおさず、私
わたし

が仙台
せんだい

の学生
がくせい

時代
じ だ い

、四国
し こ く

の志願者
しがんしゃ

時代
じ だ い

、そして、

京都
きょうと

の望洋
ぼうよう

庵
あん

等
など

で度々
たびたび

過
す

ごした時間
じ か ん

の中
なか

で頂
いただ

いた恵み
め ぐ  

の体験
たいけん

を分
わ

かち合
あ

いたい思
おも

いから始
はじ

まっております。み

んなで楽しく
たの    

過
す

ごしながら、必ず
かなら 

終
お

わりにはロウソクを灯
とも

して“ふりかえり”と祈
いの

りをしました…さっきまで酔
よ

っ

ぱらっていた司教
しきょう

様
さま

・神父
し ん ぷ

様
さま

が、私達
わたしたち

に言葉
こ と ば

と祝福
しゅくふく

を下
くだ

さいました…私
わたし

の青春
せいしゅん

時代
じ だ い

の思い出
お も  で

です。 

 第一回
だいいちかい

の「F i a t
フィアット

」は、20名
めい

程
ほど

の人々
ひとびと

（国際
こくさい

色
しょく

豊
ゆた

かな！）がお集
あつ

まり下
くだ

さいました。大司教
だいしきょう

様
さま

司式
し し き

のごミサに

与
あずか

り、食事
しょくじ

をともにし、終
お

わりに一人
ひ と り

ひとりが一言
ひとこと

ずつ“ふりかえり”の言葉
こ と ば

を伝え合
つ た  あ

いました。穏
おだ

やかで温
あたた

か

いひと時
とき

を頂
いただ

きました。私
わたし

は改
あらた

めて、小
ちい

さな出会
で あ

いの中
なか

で頂
いただ

く不思議
ふ し ぎ

な力
ちから

を感
かん

じております。これからも、

「Fiat
フィアット

」の活動
かつどう

を見守
み ま も

って頂
いただ

けましたら幸
さいわ

いです。一人
ひ と り

ひとりの若者
わかもの

が、神様
かみさま

からの呼
よ

びかけに「はい！」と

答
こた

えていくことが出来
で き

ますように。 

 

 

                     “Fiat” 
Từ tháng 6 năm nay, tại nhà Viannê nơi tôi đang sinh sống trong khuôn viên Giáo xứ Fuse, chúng tôi đã bắt đầu một buổi 

gặp gỡ với tên gọi là “Fiat”, được tổ chức mỗi tháng 1 lần vào thứ sáu tuần thứ ba. Khi nghe tên gọi “Fiat”, có người đã đùa 

rằng: “Nghe giống tên một hãng xe quá!” (cười). Tuy nhiên, Fiat vốn là một từ tiếng Latinh, có nghĩa là “Nguyện cho điều đó 

được thực hiện”. Đây cũng là một phần trong lời thưa của Đức Maria khi đón nhận biến cố Truyền Tin: “Xin Chúa cứ làm 

cho tôi như lời sứ thần nói.” Thật tình cờ, thông điệp mà Đức Thánh Cha công bố vào tháng 5 vừa qua cũng mang tựa đề 

“Magnificat Humanitas”, và tôi cảm thấy tinh thần của thông điệp ấy có sự hòa hợp sâu sắc với ý nghĩa của từ “Fiat”. Cá nhân 

tôi cảm nhận nơi đó một dấu chỉ của sự quan phòng kỳ diệu của Thiên Chúa.  

  Điều chúng tôi trân trọng nhất trong buổi gặp gỡ “Fiat” này là, được cùng nhau cầu nguyện, chia sẻ và dung bữa cùng 

nhau (đặc biệt là với những người trẻ). Tôi hy vọng rằng những cuộc gặp gỡ đơn sơ như thế sẽ trở thành cơ hội thiêng liêng 

giúp mỗi người biết nhận ra con đường mà Thiên Chúa mời gọi mình bước đi, trên nền tảng của đời sống đức tin và trong sự 

hiệp thông với nhau.  Tất cả bắt đầu từ mong muốn được chia sẻ chính những kinh nghiệm hồng ân mà tôi đã nhận được 

trong thời sinh viên tại Sendai, thời gian tìm hiểu ơn gọi ở Shikoku, cũng như trong những chuyến thăm thường xuyên đến 

Bōyō-an ở Kyoto. Chúng tôi đã cùng nhau vui vẻ trò chuyện, dung bữa và trước khi kết thúc luôn thắp nến để dành thời gian 

để “nhìn lại” và cầu nguyện. Có lúc, Đức Giám mục hay các Cha những người vừa mới say rượu vài phút trước nhưng sau đó 

lại trang nghiêm ban cho chúng tôi những lời nhắn gởi và chúc phúc…Đó là những ký ức đẹp của tuổi trẻ mà đến hôm nay 

tôi vẫn luôn trân quý.  

   Buổi gặp gỡ “Fiat”đầu tiên đã quy tụ khoảng 20 tham dự viên đến từ nhiều quốc gia khác nhau. Chúng tôi cùng 

tham dự Thánh lễ do Đức Tổng Giám mục chủ sự, cùng dùng bữa, và khi kết thúc, mỗi người đã chia sẻ với nhau đôi lời 

“nhìn lại” về những gì mình đã cảm nhận. Đó là một khoảng thời gian thật bình an và ấm áp. Một lần nữa, tôi cảm nhận được 

sức mạnh kỳ diệu mà Thiên Chúa ban qua những cuộc gặp gỡ nhỏ bé như thế. Xin quý vị tiếp tục cầu nguyện và đồng hành 

với hành trình của “Fiat”. Nguyện xin mỗi người trẻ đều có thể quảng đại đáp lại lời mời gọi của Thiên Chúa bằng tiếng “Xin 

vâng!”.    

 


